
 
 
 

派遣事業名 
令和７年度全国中学校体育⼤会 

バスケットボール⼤会 
派遣期⽇ 令和７年 8 ⽉ 21 ⽇〜24 ⽇ 

報告者 岩瀬寛明 派遣先 ⿅児島県⿅児島市・薩摩川内市 

 
 
１ 大会概要 

⼤会名称 
令和７年度全国中学校体育⼤会 

バスケットボール⼤会 
⼤会期間 令和７年 8 ⽉ 21 ⽇〜24 ⽇ 

⼤会概要 各ブロック代表校による予選リーグののち、決勝トーナメントによる優勝決定戦 

 
 
２ 担当試合 ※（試合内容は簡潔に書いてください） 

⽇程 令和７年 8 ⽉ 22 ⽇ 会場 サンアリーナせんだい 

審判クルー CC: 岩瀬 寛明（⾹川） U1:⼊江 隆介⽒（⿃取） U2:中⼭ 好美⽒（⿅児島） 

担当試合 ⼥⼦予選リーグ  相模⼥⼦（関東 1） VS  浜松開誠館（東海 2） 

試合内容 
サイズで上回る相模⼥⼦が終始リードする試合であった。浜松開誠館も鋭いドライ

ブで得点を重ねるが、リードを守り切った相模⼥⼦が勝利した。 

 

⽇程 令和７年 8 ⽉ 23 ⽇ 会場 ⻄原商会アリーナ 

審判クルー CC: 前⽥ 隼⼤⽒（⿅児島） U1:岩瀬 寛明（⾹川） U2:川畑 ⿓輝⽒（⿅児島） 

担当試合 男⼦準々決勝  四⽇市メリノール学院（三重） VS  野々市市⽴布⽔（⽯川） 

試合内容 
 両校ともフィジカルが強く、４Q 残り数秒まで同点と緊張感のあるゲームであっ
た。最後に得点したメリノールが逃げ切り、勝利した。 

 

 

３ 大会（研修会）を通して 《 学んだこと 感じたこと 県内審判に伝えたいこと 等 》 

〇加藤 暁⽣⽒（全国⼤会のコートに⽴つにあたっての全体周知） 
・リーグ戦の意味 

初⽇はリーグ戦であることから、得失点差を考えたレフリングが必要である。とくに 4Q 残り数秒で
のファウル、バイオレーション等、フリースローの可能性やボールのポジションが変わり、ショット
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を放つ可能性があるような状況において、試合終了まで集中して臨むことが求められる。 
・ケガの未然防⽌ 

過去の全中⼤会で起こったケガの記録では、決して少なくない選⼿が⼤会期間中にケガでチームを
離れることがあった。中学⽣最後の試合をケガで終わらせないためにレフリーとして何ができるか、
その未然防⽌の⼀端を担えるような存在でなくてはならない。 
・TO との協⼒ 

TO として参加している地元中学⽣や役員の先⽣⽅とのコミュニケーションをしっかりととり、協⼒
体制を確⽴すること。特に、⼤切な場⾯でのミスを役員中学⽣に負わせることのないよう、アイコン
タクトも含めて、確認を繰り返しながらゲームの運営にあたる。これらが確実にできていると⾃然と
処置ミスも減らすことができる。 

 
〇前⽥ 隼⼤⽒（グループでのスカウティング演習・討論） 
・試合を担当するにあたっての⼼持ち 

全中出場校に私たちレフリーが名前負けしないことが⼤前提。それぞれのレフリーが地元では⾒た
ことのないようなプレーも起こりうるが、シンプルなプレーコーリングの実践の積み重ねが最も求め
られる。 
・クルーワーク 
 「知らない」が最も危険。⾃分以外に２⼈コートにいるので、だれかは「知っている」という状況
を確実に作る。そのため、ゲーム中に情報の共有を積極的に⾏うことで、「知らない」から「気にす
る」ようになる。何かあったらクルーが吹いてくれるという信頼をし、吹き急がないこと。 
・オフボールの危険性 
 「プレーの始まりはオフボールから」を⼤切にする。何か起こりそうな予感は、ささいなことでも
クルーで共有する。そのためのプライマリーエリア。 
・全国⼤会のコートに⽴つレフリーとして 
 互いへの信頼関係から、セカンダリーで⾶び込むのならケイデンスを⼼がける。まずはプライマリ
ーを優先。（気づいているのは素晴らしいが） 
 
４ その他 
 今⼤会では、⼤会前⽇に台⾵が⿅児島に上陸し、審判員のみならずチームですら⿅児島⼊りが困難
な状況にあった。また、⼤⾬・暴⾵警報により翌⽇からの⼤会の開催が危ぶまれるという状況にも⾒
舞われた。そのような状況にも関わらず、適宜情報を発信してくださった⿅児島県の審判員、⼤会運
営のために悪天候の中来場した地元中学⽣役員など、多くの⼈の協⼒があって成功した⼤会であると
痛感している。３年前の⾹川 IH、２年前の⾹川全中の際にご協⼒いただいた審判員の⽅々もおり、た
くさんの温かいお⾔葉をいただいた。開催県は輪番であるが、IH や全中での他県審判員とのかかわり
やおもてなしが引き継がれていっているのだと強く感じた。 
 コートに⽴つこと以外にもたくさんの気づきや学びがあった全中⼤会でありましたが、派遣に際し
てご配慮いただいた⾹川県協会の皆様にも感謝申し上げます。 


